
西

ド

イ

ツ

の

フ

ラ
、

ノ

ク

フ

ル
ト

の
都

市

林

斎

藤

雄

フ ラ ン ク フ ル ト市 の 略 図

コ

九
二
七
年

に
、
西
ド
イ

ッ
の

フ
ラ

ソ
ク

フ
ル
ト

・
ア
ム

・
マ
イ

ソ
の
大
市
長

ラ

ン
ド

マ

ソ
氏
が
、

ド
イ

ッ
森
林
組
合

の
年
次
大
会
で
、

1

わ
れ
わ
れ

の
都
市

に
対
し
て
、
森
林

の
収

穫
上
の
面
の
寄
与
は
そ

の
健
康
上
、
社
会

的
お

よ
び
精
神
的
な
働
き

に
く
ら
べ
る
と
、
も
は
や

物

の
数

で
は
な

い
ー

と
述

べ
た
と
き
に
、
参

会
者

は
驚
き

の
眼
を
も

っ
て
迎
え
た
。
し
か
し

い
ま
や
、

こ
の

こ
と
は
な
ん
ら

の
驚
き

で
は
な

く
、
林
業
家

や
社
会
政
策
家
が
広
く
同
調
す

る

と
こ
ろ
で
あ

る
L

ル
パ
ァ
ー
ト
氏
著

「
都
市
林
」

の
序

で
、
と

き

の
大
市
長
ボ

ッ
ケ
ル

マ
ソ
氏
は
こ
の
よ
う
に

述

べ
て
い
る
。

こ
の
著
書
は
、
西
独

の
中
部

マ

イ

ソ
川

に
沿
う
大
都
市

フ
ラ

ソ
ク
フ
ル
ト
の
、

都
市
林
計
画
を
叙
述

し
た
も
の
で
あ
る
が
、

わ

が
国
都
市

で
も
近
来

大
き

な
問
題
と
な

っ
て

い

る
、

都
市
緑
化

・
自
然
公
園
お
よ
び
都
市
近
郊

森
林

の
在
り
方

に
、
示
唆

に
富
む
も

の
で
あ

る

の
で
紹
介
す

る
。
著
者
は
同
市

の
都
市
林

長
で

あ
る
。

こ
の
都
市

は
早
く
に
、
上
に
述

べ

た

よ

う

に
、
先
覚
者

に
恵
ま
れ
た

こ
と
は
幸

い
で
あ

っ

た
。

工
業
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
大
都
市
近
傍

の
、

森
林

の
機
能
上

の
価
値

の
重
点

は
、
近
来
大
き

く
変
わ
り

つ
つ
あ

る
。
森
林

の
福
祉
的
効
用
を

つ
ぎ

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

土
地
に
対
す
る
も

の
!

嵐

害

、
水
害
、
地

滑
り
お
よ
び
雪
崩

に
対
す
る
効
果
、
な

ら
び
に
水
資
源
調
節

大
気

に
対
す

る
も
の

煙
害
、
騒
音
害
、

日
射
害

に
対
す

る
気
候
的
調
整
、
生
活

環
境

へ
の
影
響
、
文
化
財

の
保
存
、
人

類
の
肉
体

と
精
神

に
お
よ
ぼ
す
効
果

フ
ラ

ソ
ク

フ
ル
ト
市
で
は
、

い
わ
ゆ
る

〃
緑

の
役
所
ー

林
務
署
、
公
園
署
、
運
動
場
と
温

泉
署
、

な
ら
び
に
ヤ
シ
園
署
11
が
行
政
的
に

一

体
と
な

っ
て
、

同

一
人
に
よ

っ
て
指
導

さ
れ

て

い
る
。
市

街
は
昔

の
城
壁

の
よ
う
に
、
幅
広

い

緑
地
帯

で
囲
ま
れ

て
い
る
。

い
ま
や
片
々
と
し

た
街
路
樹

で
は
、
右

の
よ
う
な
目
的
は
達
成
さ

れ
な

い
。
札
幌
市

で
い
え
ば
、
大
通
公
園
ま
た

2



は
も

っ
と
も
幅
広

い
緑

地
帯

が
、
縦
横
に
走

る
環

境

の
中
に
街

が
あ
り
、
円

山
公
園
、
野
幌
自
然
公

園

の
よ
う
な
緑
地
が
、
都

心
ま
た
は
都
市

に
近
く

接

在
す
る
構
成

が
必
要

と
な
ろ
う
。
同
市

の
状
態

を
前
頁

の
図
で
見

て

い
た
だ
き

た
い
。

既

往

の

施

業

都
市
林

の
過

去
の
施
業

は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
類

別
し
て

み
る

こ
と
が
で
き

る
。

林
内
牧
野
施
業

林
内
養
豚
施
業

牧
場
施
業

木
材
収
穫
施
業

休
養
林
施
業

(
初
期

の
も

の
)

林
内

牧
野
施
業

は
王
国
時
代

か
ら
の
も

の
で
、

小
家
畜
が
放
牧
さ
れ
て

い
た
。
ブ

ナ
や
ナ
ラ
の
実

が
結
実
す
る
と

こ
ろ
に
は
養
豚
施
業

が

行

な

わ

れ
、
平
年
作
で
五
〇
〇
～

六
〇
〇
頭
、
豊

作
の
年

に
は

一
、
四
七
〇
頭
を
数
え
た
こ
と
が
あ

る
。
牧

場

は
大
家
畜
用
で
、
緬

羊
や
小
羊

の
飼
育

も
行

な

わ
れ

た
。

木
材
収
穫
施
業
で
は
、

一
、
七
九
八
年

に
北
米
産

の

ス
ト

ロ
ー
ブ

マ
ッ
が
導
入
植
栽

さ
れ

て
い
る
。

一
八
○
○
年
代

に
は
、
理
想
的
な
混
交

林

に
誘
導
さ
れ
た
。

ナ
ラ
お
よ
び
ア
カ
マ
ツ
林

に

ブ
ナ
の
下
木
植
栽
を
し
た
林

は
、
他

の
取
扱

い
よ

り
特

に
優
れ

て
い
た
。
木
材
生
産

は

一
九
二
七
年ヨ

に
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
年
平
均
生
長
量
七

・
三

m

を
示
し
、
優
秀
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

休
養
林
施
業

の
始
ま
り
と
し
て
は
、

一
八
三
〇

年

に
都
市
林

の
な

か
で
、
多
く

の
人

の
訪
れ

る
場

所

に
諸
施
設
を
行
な

っ
た
。
造
園
的

に
二
〇
〇
種

の
樹
木

の
植
栽
を
行
な

い
、

そ
の
中

に
は

ユ
リ
ノ

キ
な
ど
も
あ

っ
た
。

一
九
〇
〇
年
以
前

に
、
森
林

に
休
養

を
求

め
る
人

の
た
め
に
美
的
施
業
が
行
な

わ
れ
、

ま
た
多
く

の
歩
道
、

自
転

車

場
、

乗
馬

道
、

休
養
場
、
各
種
記
念
物
が

つ
く
ら
れ
た
。

都
市
林
管
理
組
織

都
市
林
約

五
、
○
○
○

勿
が
都
市
林
長

の
支
配

下

に
あ
る
。
次
長
と
し
て
技
監

の
制
度
が
あ

っ
て

林
業

の
事
業

的
な
仕
事
を
担
当

す
る
。

そ
の
組
織

は
下
図

の
と
お
り
で
あ

る
。
林

務
署

の
平
均
管
理

面
積

は

一
、
二
五
〇

勿
で
あ
り
、
管
理
区

の
そ
れ

は
四
二
〇

勿
で
あ
る
。
休
養
林
が
指
定
さ
れ
、
科

学
助
手

に
よ

っ
て
指
導

お
よ
び
経
営
さ
れ
る
。
こ

の
中
に
五
〇

勉
の
樹
木
園
が

ふ
く
ま
れ

て
い
る
。

都
市
林

に
は
各
種
の
施
設

が
あ

る
。
競
技
場
、

ゴ

ル
フ
場

そ
の
他

の
運
動
場
、
飛
行
場
、
林
内
売

店
、
貯

水
槽
、
給
水
設
備

な
ど

で
あ

る
。

水

源

林

大
都
市

に
お
け
る
住
民

へ
の
給
水

は
、
近
来
重

大
な
問
題
と
な

っ
て
き

た
。

こ
の
市

は

一
九
三
九

年

に
五
十
五
万
五
千

の
人

口
で
あ
り
、

一
九
五
六

年

に
は
六
十
五
万
で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対
し
、
水

の
需
要

は
そ
れ
ぞ
れ
、

三
千
四
百
万
立
方

m
、
五

フランクフル ト市都市林管理組織

都 市 林 長

次 長
都 市 林技 監

書 記 室

特 殊 施 業 森 林 施 業 管 理

休 養 林科 学 助 ヂ
高 林
林 務 署
署 長

高 林 養 豚
林 務 署
署 長

低 林林 務 署

署 長
区 画 管 理

運 動 場林 務 署

署 長

管 理 区G
森林保護 ・狩猟
公 共 事 業科 学 助 手 管 理 区A 管 理 区1) 管 理 区J 会 計

計 μ亘1測
定 管 理 区B 管 理 区E 管 理 区H 管 理 区K 労 務.賃 金

作 業 室 管 理 区C 管 理 区F 管 理 区1 管 理 区1」 材 積 査 定

林 業 支金 庫

通 信
と よ く け く つ ら%三 場 は%ブ 都 四 ツ 水

木 乏し嘱 齪 腔 虜 禽森で之森尊纂 嘉
蔓 纏 黛舗 触 齢 獣 銑 箇捻 捜

で と は 変 に 択Q五 ラ に な 湿'種 は は い そ
あ し 可 化 は 伐 天 ○ マ よ い 度 ナ 構 植 六 る つ木

器 械 管 理

自 動 車

千
三
百
万
立
方

m
で
、
住
民
数
が

一
八
%
増

に
対

し
、
水
需
要
は
五
〇

%
増
で
あ

る
。

一
九
六
五
年

の
水
需

要
は
六
千
五
百
万
立
方

m
と

み
ら
れ

て
い

る
。

こ
の
う
ち
工
業
用
水
は
四
〇

%

で

あ

る

か

ら
、

工
業
都
市

で

は
も

っ
と
厳
し
い

増

と
な
る
。

こ
こ

で
は
、
水
は
地
下

水

の
流
れ
に
そ

っ
た
場
所
で
ポ

ン
.フ
・
ア

こ
の
う
ち

四
五

・
七
%
は
植
物

の
生
長
期
に
降
る
。

都
市
林

の
樹
種
構
成
比
率
は

マ
ッ
四
八
%

ナ
ラ
三
〇
%
、

そ
の
他
五

空
中
湿
度

が

低

い

の
で
、

モ
ミ

降
水
量
六
〇
〇

㎜
の

場
合

の
樹
種

に
よ
る
降
水
抑
止
率

は

マ
ッ

カ
ラ

マ
ツ
三
三
%
、
ブ
ナ
三
三

モ
ミ
六
七
%
と

み

天
然
更
新
可
能
な
樹
種

に

択
伐
作
業
類
似

の
方
法
が
良

造
林
的

に
は
令
級
構
成
を

で
き

る
だ

け
小
面
積

で
変
化
す
る
こ
と

が

望

ま

し

輪
伐
期

は
可
能
な
限
り
高

い
こ
と
が

樹
種

と
し

て
ブ
ナ
が
多

い
場
合
、

休

養

林

地
域
住
民

の
生
活
環
境

は
、
そ

の
工
業
生
産

と

密
接
な
関
係

が
あ
る
。
近
来
西
ド
イ
ツ
の
住
民
の

四
八
%
は
、

四
万
以
上
の
住
民

の
あ
る
都
市
と
、

人

口
密
度
平
方
キ

ロ
当
り
五
〇
〇
人
以
上

の
密
集
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地
帯

に
住

ん
で
い
る
。

こ
の
圏

の
面
積

は
、
西
ド

イ
ッ
総
面
積

の
九

・
三
%

に
あ

た
る
、
そ

こ
で
、

住
民
の
心
身

の
休
養

の
場
を
公
共
緑

地
、
都
市
近

郊
森
林

に
求

め
る
こ
と

に
な

る
。

マ
イ

ソ
川

の
下
流

の
ラ
イ

ソ
川
流
域

地
帯
は
、

有
名
な
工
業

地
帯

で
あ

る
。

こ
の
ル
ー

ル
炭
鉱
地

域

に
、
四
〇
年
前

に
緑
地
計
画
が
開
始
さ
れ
、
六
、

五
〇
〇
肋

の
緑

地
お
よ
び
休
養
林
が

設

定

さ

れ

た
。
ま
た
、
森
林

と
風
致
保
護

の
住
民

の
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。

こ
こ
は
人
口
稠
密
地
帯
で
、
デ

ュ

ッ
セ
ル
ド

ル
フ
な
ど

の
都
市

も
含

ま
れ

て
い
る
。

こ
の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
き

っ
て
の
大
工
業
地
帯
が
急
速

に
緑
化
さ
れ
た

こ
と
は
、
多

数
の
外

国
訪
問
客
に

と

っ
て
も
驚
異

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
の
詳
細
は

本
誌
第

三
号

に
井
手
教
授
が
書

か
れ
て

い
る
。

フ
ラ

ソ
ク
フ
ル
ト
の
都
市
林

の
う
ち

一
、
五
〇

〇
勿
が
休
養
林

と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。
休
養

林

の
林
型

は
択

伐
林

に
近

い
。
都
市
林

の
休
養
地

域
と
そ

の
周
辺
に
、
総
計

二
〇

勉
の

一
二
箇
所

の

駐
車
場
が
あ

る
(
一
九
六
〇
年
現
在
)

。
こ
れ
は
ま

も
な
く
倍

加
さ
れ

る
も

の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

訪
れ
る
人
は
三
万
人
を
数

え
る
日
が
多

い
。
自
動

車
路
は
、
両
側
に

一
・
八

m
の
高
さ

の
野
獣
保
護

柵
を
も

っ
た
も
の
が
、
都
市
林
内

に
二
〇
㎞
走

っ

て
い
る
。
自
転
車
道

お
よ
び
歩
道

は
原
則
と

し
て

土
道

で
あ

る
。
歩
道

は
二

m
幅
、
自

転

車

道

は

二

・
五

m
幅

で
あ
り
、

ま
た
、
乗
馬
道
は
平
均

二

m
幅
で
あ

る
。

諸
施
設
と
し
て
は
休
養

小
屋
、

ベ

ン
チ
、

ク
ズ

箱
、
記
念
施

設
、
売
店
、
遊
戯
場
、
運
動
施
設
な

ど
が
あ
る
。
小
屋

は
平
均

二
㎏
の
距
離
ご
と

に
あ

り
、
約
三
〇
人
分

の
席
が
あ
る
。

ベ

ン
チ
や

ク
ズ

入
れ

は
、
丸
太
、
割
木
な
ど
で
造
ら
れ
、
全
体

の

調
和
を
考
え
て

い
る
。
小
屋
や
展
望
塔
も
素
朴
な

木
造
り

で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
ダ

ム
を
有

す
る
人

工
池

な
ど
も
あ
り
、
岸

に
は
広
葉

樹
の
風
致
植
栽

が
行

な
わ
れ

て
い
る
。

オ
ゥ
バ

ソ
な
ど
の
水
鳥

が

棲

み
、

コ
イ
、

ニ
ジ

マ
ス
な
ど

の
養
魚

が
行
な
わ

れ

る
。

遊

園

地

一
九
五
四
年

に
都
市
林

の
住
宅
街

に
近

い
と
こ

ろ
に
、

二

・
五
勿
の
遊
園
地
が
設
け
ら
れ
た
。

こ

れ
は
児
童
向
け

の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
現

在
三

つ
の
児
童
遊
園
地
を
も
ち
、
夏
に
は
そ
れ
ぞ

れ

一
日
五
〇
〇
～

一
、
O
O
O
人

の
子
供
を
集

め

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
さ
ら
に
五

カ
所
を
必
要

と

す
る
と
し

て
い
る
。
成
人
に
対
す

る
も
の
の
必
要

性

も
認

め
ら
れ
、

一
九
五
九
年

に
四

勿
の
も
の
が

設
定

さ
れ
た
。
毎
日
平
均

二
、
五
〇
〇
人

の

一
〇

才
以
上
老
年
ま

で
の
訪
客
が
あ
る
。

こ
の
設
計

お
よ
び
運
営

に
は
、
造
園
担
当
者

と

森
林

担
当
者

が

一
体

と
し

て
参
画
す
る
。
児
童

向

け

に
は

メ
リ
ー

・
ゴ
ー
ラ
ウ

ソ
ド
、

ス
ベ
リ
台
、

ブ
ラ
ソ

コ
、
水
遊

び
場
な
ど

の
施
設
が
必
要
で
あ

る
。
成
人
向

け
の
も
の
は
、
本
来
は
児
童
向
け

の

も
の
か
ら
分
離

さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ

る
。
森
林

内

の
清

新

な
大

気

に
触

れ
、

心
身

の

休

養

の

た

め

、
遊

び

ま
た

運

動

す

る
場

所

で
あ

る
。

消

毒

所

の
あ

る
更

衣
所

、

芝

生

の
あ

る
水

遊

び
場

、

ロ
ー

ラ

ー

・
ス
ケ
ー

ト
場

、

ベ

ビ

ー

・
ゴ

ル

フ
場
、

卓

球

場
、

ハ
ソ
ド

・
ボ

ー

ル
、

ホ

ッ
ケ

ー
、

フ

ッ
ト

ボ

ー

ル
、

バ
ド

ミ

ソ
ト

ソ
な

ど

の
施

設

が

置

か
れ

る

。鳥

獣

保

護

狩
猟
目
的
に

三
、
○
○
○
勿
が
使

わ

れ

て

い

る
。
都
市
林

に
は
、
八
五
〇
肋
に
合
計

=

ハ
、
○

○
○
箇

の
巣
箱
が

か
け
ら
れ
て
お
り
、
八
○
加
に

は
、

さ
ら

に
集
約
な
鳥
類
保
護
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
鳥
獣

の
水
飲

み
場
や
、
冬
期
間

の
餌
給
与
場

の
設
定

の
ご
と
き

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
野
生
の
鳥

獣

の
生
態
を
観
察

す
る
た
め
の
訪
客

も
多

い
。

(北
海
道
大
学
農
学
部
教
授
)
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